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●電子媒体で可能な限りユビキタス 
 に提供 
●授業関連資料を電子ブックで 
 提供 
●電子ブック、電子ジャーナル、 
 データベース等研究用コンテン 
 ツの充実 
●本学の全研究成果を機関リポ 
 ジトリKURAから発信 

コンテンツ 
●学修・研究支援機能の高度化 
 ①アカデミックアドバイザー、ＬＡ、ＬｅＣＩＳの 
  協働により学修支援充実 
 ②サブジェクトライブラリアンによる専門的な教 
   育・研究活動支援 
 ③オンライン講義の充実 
●新技術を用いたサービスの実践 
  ICチップでの蔵書管理、AI搭載業務支援ロボット 
  の配置等 
●教育研究成果の発信 
  情報発信のための場・種々のＩＣＴ技術を提供、 
  公開講座等にも活用 

サービス 

●自動化を推進しつつ、多様な 
 サービスを支えるスタッフを配置 
 ① 教員(情報学、図書館学、博物館学) 
 ② 学習支援担当職員 
 ③ コンテンツ管理担当職員 
 ④ 各種窓口担当職員 
 ⑤ 学生スタッフ（LA、LeCIS） 
 ⑥ サブジェクト・ライブラリアン 

●多様な学習空間の整備と、情報管理の 
 自動化 
●ティーチング・コモンズ及びリサーチ・コモンズ 
  等の教育研究支援スペース 
●学生生活全般を支えるワンストップ窓口 
●居心地の良いカフェなどのアメニティスペース 
  や「くつろぎ」の場 
●地域住民を含む多様な利用者に開かれた 
  交流スペース 

場 

既存図書館 

●従来の図書館機能を維持 
（蔵書管理、閲覧・貸出、ＩＬＬ、 
 レファレンスサービス等） 
※学修支援は「学修館」に移行 
●大学博物館・大学史資料館 
 的機能を強化 
●自動化を推進しつつ、必要 
 なスタッフを配置 

●新石川県立図書館、金沢 
 市図書館との連携を強化 
●「学都金沢」にふさわしい 
 図書館活動の機能分化 

●学内に散在する標本 
 等のモノ資料、文書 
 資料、歴史資料を集約 

       先進的な知の創造と人類の発展に資するグローバルな人材の育成を持続的に 
        支える近未来図書館「知と創造の学修館」を新設する。～10年以内に実現～ 

連携 

集
約 

地域の図書館 

学内部局 

●「学修館」のワンストップ 
 窓口と全学の部局が連携 
●「学修館」スタッフを通じて、 
 全学の教員が「学修館」の 
   活動に関わる体制を構築 

１ 先進的な教育・研究の実践の場 
２ ワンストップ・サービス 
３ すべての利用者にとっての“安らぎと安心”の場 

基本 
ｺﾝｾﾌﾟﾄ 

基本方針 

新設 

スタッフ 

「知と創造の学修館」 

連携 
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